5.30(水)
　　　　　　　　　　　　　GP議事録　　　　　　　　　　　　　　　担当：井上
2012/05/3013:00～　＠山食　
メンバー：水谷さん・山口さん・鈴木・田中・望月・井上
<流れ>

・今後の方向性について(テーマをどうフォーカスしていくかに)

・6/1(金)までの課題確認・割り当て

◇今後の方向性

鈴木

・小中高の犯罪の発生率(共通して見ていく項目を決める必要→そうしないと普通に考えたら高校生が一番多くなってしまう)　どこが多いのか？どういうものが多いのか？

→ここを調べたうえで、そこで出てきた段階にフォーカスしていく。

・体系的な学習をするために「つなぐ何か」がないかな＝SNSなど

・比較するとしたらどうやってやる？

→海外の状況を見た上で、どこが導入できるか否か。

→教科を見ていく(しかし、教科の中でどう日本に適用できるかを見ていく)

田中
・そもそもなぜ情報モラルが教えられているか？情報モラル教育の価値を詰めていく。
→歴史をみてきたからそこから考えていけるのではないか。

→現段階(新しい価値観が生まれつつある)において考える必要
・カリキュラム上の問題点は見てきた

これから→カリキュラムはこうだけど実際にはできてないよね。ということを見ていく段階

・ぱっと思いつく海外比較国が見つからない。事例紹介にとどまってしまうのでは？

→今までは海外の事例を見てきていないので、今後は見ていく。

・「制度と理念の乖離」

→どう証明していくか…
・情報モラル教育の課題を見つけてから、それを補えるような実践は海外にないか見ていく。
→情報が盛ん？だからこの国を見ていこうという視点は危険

望月
・教材を見ていく(そこに問題点が隠されているのでは)

→また、教材なら比較もしやすい？

→教科書的な教材は難しいのでは？

井上
・中高一貫・学校と家庭＝体系的：実践例を見ていく
→実践例を見ていくだけでは研究ではない…何かしらの基準を自分たちで作っていかなければいけない(理論を構築し、基準を組み立てていかないといけない)これをやるとしたら海外比較はできない…
・単発(カリキュラム)が多い現状。単発でしかできない理由は？そこにも問題があるのでは。

→そもそも体系的って？単発という言葉の怪しさ

→そもそも技術と情報モラルを分けているのが問題(単発という言葉の怪しさ)
・「総合的な学習の時間」に任せ切り？
→裁量に任せてしまったのが問題点
→総合の時間は削減されているのでこれを見ていくのは難しい

・体験⇔講義・・・理想的なものを提示できれば…
→技術だけを教えるだけの授業になってしまうのがダメ

→メールが打てるだけじゃダメ(メール内容まで考えていかなければ)

→情報モラルと銘打っている授業自体がおかしい？

水谷さん

・カリキュラムに絞る(教育段階を絞って)

・「教科横断的なものを見るか」「教科そのものを見るか」
6/1(金)までの課題・割り当て
・犯罪発生率(内容内訳)…情報モラルに関わると思われるもの、「情報モラルと犯罪」といった論文があるか見てみる→望月
・学習指導要領解説(小学校→田中・中学校→山口さん)　高校は後で。

・未読論文9本→水谷さん・鈴木・井上
